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あまたの微粒子を『分ける』技術で人々の健康と、安心の創造に貢献します。
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〒530-0047
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このカタログに記載されている内容は、製品リリース前のため一部未確定情報を含みます。そのため参考情報としてご覧ください。



このような現実に立ち向かい、誰かの安心安全をひとつでも多く守りたい。

その強い思いにより、PixeeMo-nX（ピクシーモエヌエックス）は生み出されました。

圧倒的な分離能と特異性で迅速に微生物を検出する

次世代の微生物迅速検査装置をぜひ体感ください。

PixeeMo-nX
ELS 005
全方位型微生物迅速検査システム微粒子分離技術×画像解析×AI判定

ピクシーモ エヌ エックス

ー 培養法だけでは微生物トラブルの原因を解明しきれない ー
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そのタイミングで微生物検査の結果がわかる。

PixeeMo-Analysis SW

PixeeMo-nX

エレスタバッファ

4

『いま、知りたい。』

装置概要と設置イメージ

本装置で使用される専用のバッファ
溶液です。このバッファは、サンプル中
の微生物を効率的かつ安定的に捕
捉・検出するために設計されていま
す。段階希釈や遠心分離上清置換な
どの前処理操作で使用します。

エレスタプレート
本装置で使用される専用のマイクロ
流体デバイスです。このエレスタプレ
ート内にエレスタバッファで前処理し
た試料液を送液し、生きている微生物
を電極フィルター部分に捕捉します。

ピクシーモアナリシス SW は PixeeMo-nX 専用のソフトウェアです。AI 画像
解析により微生物を自動でカウントし、データや写真をシステムに記録します。
また、自動カウントされたデータはレポートとして出力することができます。

フローサイトメトリーと固相サイトメトリーを組み
合わせた革新的な分離技術『AMATAR®』を搭載
した微生物迅速検査装置です。

設置スペース 幅 約1200mm  × 奥行 約 600mm
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エレスタバッファ

E.coli C.albicans S.aureus

シリンジ 廃液カップ

エレスタプレート

圧倒的検査速度

検出された微生物の観察画像例 自動カウント

高感度検出（固体の場合） 革新的分離技術

フローサイトメトリー × 固相サイトメトリー
PixeeMo-nXは、フローサイトメトリーと固相サイトメトリーを組み合わ
せた直接測定法に該当する微生物迅速検査装置です。独自開発のエレ
スタプレートというマイクロ流体デバイス内に、微粒子を均質に分散させ
た試料を送液します。デバイス内には固相サイトである電極フィルター部
があり、そこに試料中の「生きている微生物」が誘電泳動力によって特異
的に捕捉されます。捕捉された微生物は内蔵のデジタル顕微鏡で確認で
き、その画像をAIが解析して微生物数を自動カウントします。

死菌・成分粒子

生きている微生物

電　極
電極によって形成される不均一な電界内で
細胞は特定の周波数帯に応答して移動流体制御技術

FLOW

電気計測技術

で分離印加ON

測定原理

48h

8min～PixeeMo-nX

PixeeMo-nX

培養法

迅速法A・B

フォーカス前 フォーカス後

測定エリアに自動で移動し、自動でピントを調整します。

オートフォーカス搭載オートフォーカス搭載オオオートフォーカス搭載ートフォーカス搭載ートフォーカス搭載

102
cells/g

103～104
cfu/g



※イメージ図になります。

印加OFF

細胞・微生物不純物

電　極 電　極

印加ON

死菌・成分粒子

生きている微生物

で分離印加ON

ー 非破壊原理のため、検出した菌は回収・培養後に同定へ ー

生きている微生物だけを分離する技術『AMATAR®』

模式図で解説　生菌が捕捉される仕組み 模式図で解説　死菌・死細胞が捕捉されない仕組み
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AMATAR®とは

AFIが提供するAMATAR®は、電気特性解析およびマイクロ流体制御により誘電泳動力をコントロールし、
既存の迅速検査法にはない特異的選択性をもつ微粒子分離技術です。この技術により、これまでノイズ要素
とされてきた多量のサンプル成分の中から、混在する微生物をラベルフリーで高感度に検出することができ
ます。また、検出された菌はシリンジで回収し、培養後にTOF-MSやNGS等の様々な分析装置で同定するこ
とができます。これこそが、AMATAR®が「革新的フィルタ技術」と言われる理由であり、最大の強みです。

電極イメージの模式図です。 電極間に誘電体（細胞等）がある状態で交流電
圧を電極に印加します。

電極間に緑色の矢印のような電界が発生します。 死菌のように細胞膜が破損して電解質が漏れて
いる場合です。

電解質が漏れているため、分極により生じる斜め
下に向かう力は非常に小さくなります。

実際のサンプルは左から右に一定の流量で流れ
ています。そのため、左から右に向かう力が生じ
ています。

死菌のような下向きに向かう力が弱いものは左か
ら右に流れる力に負けてしまい、電極に捕捉するこ
とができずに流されていきます。そのため、生菌は
捕捉され、死菌は流されて生菌のみ検出すること
ができます。

この場合、最終的に下向きに向かう力も非常
に小さくなります。

電極間にある誘電体（細胞等）は電界の影響を
受けて、細胞質などの電解質が分極します。

分極することにより、それぞれの電極に引き寄せ
られる力が働きます。但し、この状態ではそれぞ
れに力が打ち消し合うので、誘電体（細胞等）は
どちらにも移動しません。

そごで、今度は電極をゆがめた状態に変更します。

電極の位置をゆがめると、生じる電界にもゆが
みが生じます。

ゆがんだ電界にあわせて誘電体（細胞等）の分
極もゆがんだ状態で生じます。

斜め下に向かう力のベクトルが合わさると下向
きに向かう強い力が生じます。

その力を利用して、誘電体（ここでは、絶縁膜が
あり、電解質を有するもの=細胞膜があり、細胞
質を有するもの=微生物など）を電極に引き寄せ
て捕捉します。

ゆがんだ分極によりぞれぞれ斜め下に向かう力
が生じます。

電　極

印加ON

死菌・成分粒子

生きている微生物

で分離印加ON

1 2 3 1 2 3
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1 2 3

4 5分極

細胞等

電界発生
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微生物AI判定
システム

AI

PixeeMo-nXによる
微生物画像取得

②菌種推定機能

？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？

微生物分析のグローバルスタンダードへ こんなこともできたらいいな！を現実に

データインティグリティ対応 微生物AI判定システム

PixeeMo-nXで画像取得時の前処理手順

菌種推定機能操作フロー

PixeeMo-nXには、専用ソフトとは別にオプションで微生物AI判定システムを追加することができます。この微生物AI判定
システムには、異常検知機能と菌種推定機能があります。異常検知機能では、生産菌中の汚染菌の検出が可能であり、菌種
推定機能では、変敗品などのサンプルから単離された菌の菌種を推定することができます。

PixeeMo-nXは、データインテグリティの要件を満たしている装置です。
ALCOA原則を遵守しており、データの生成者、日時、方法が明確で、常に判読
可能な形式で保存されます。データはリアルタイムで記録され、改ざんが防止さ
れるとともに、オリジナルのまま保存され、変更履歴の追跡が可能です。また、デ
ータは暗号化され、安全に保存されるため、認証されたユーザーのみがアクセス
できます。さらに、すべてのデータ操作は監査証跡として記録され、いつでも確認
することができます。これにより、PixeeMo-nXは高いデータインテグリティを維
持し、信頼性の高い分析結果を提供します。

海外安全規格対応

AI画像解析による精密自動カウント

PixeeMo-nXは国際的な安全規格に準拠しており、欧州連合の安全、健康、
環境保護要件を満たしてCEマーキングを取得しています。また、アメリカ合
衆国のUL（Underwriters Laboratories）の厳しい試験もクリアしており、
安全性が保証されています。今後もご要望に応じてその他の地域の安全規格
にも順次対応を予定しております。

PixeeMo-nXは、AIによる画像解析で微生物を自動カウントします。ディープラーニングアルゴリズムを使用し、高精度で微生物を識別・カウ
ントします。リアルタイムで迅速な処理が可能で、手動カウントに比べて効率的です。直感的なインターフェースで操作が簡単であり、結果は
視覚的に表示されます。PixeeMo-nXにより微生物の検出とカウントがこれまで以上に効率的かつ正確に行えるようになります。

ログイン
ID管理

アカウント別
権限付与

監査証跡機能

サンプリング 平板培養 単一コロニーを釣菌 専用バッファで段階希釈

３min前後で全ての菌画像についてAI判定が行われ、
菌種推定のランキングが1～5位まで記載されます。

送液・微生物画像取得

アノテーション＆学習 学習モデルによる自動カウント

データバックアップ機能

変敗品

テスト画像のセット

＊別売オプションソフトウェア

＊判定で使用する学習モデルは別途構築する必要があります。

取得した画像の
格納フォルダを
選択します。

A I 判 別に適用
する学習モデル
を選択します。

STEP １ 判定実行～結果確認STEP 3

学習済みモデルプリセット選択STEP 2

①異常検知機能

生産菌の中に汚染菌は
いないか？を検知

カメラ

サンプルから検出された
微生物の種類は何か？×

❶菌を抽出中

❷菌を判定中

❸判定結果を出力

1:10

9ml 9ml 9ml 9ml

1:100 1:1000 1:10000

1ml1ml 1ml 1ml



現状把握をするため、
アンケートを送付頂きます

微生物AI 判定用学習モデル構築＊オプション

ELP150

ELA-LM1

ELD002A

3 枚 / 箱

学習モデル構築ファイルデータ

微生物AI 判定システム SW＊オプション ELA-001 AI 異常検知・AI 菌種推定ソフトウェア

PixeeMo-Analysis SW ELS-AS1 PixeeMo-nX 専用解析ソフトウェア

PixeeMo-nX ELS-005 専用 PC +モニター付

エレスタプレート　3枚  ２箱
エレスタバッファ　1000mL 1 本
廃液カップ          100 個 1 箱
導電率計（推奨品） 1 台
シリンジ（推奨品） 10mL  100本 1箱
遠沈管（推奨品）   50mL  25 本 1袋

エレスタプレート　

スターターセット

本製品は以下に示す条件下にて必ず使用してください。
・振動を発生させる機器や交通量の多い道路から十分に離れた場所であること
・床強度があり、周りで発生するの振動の影響を受けて床が振動しないこと
・設置台は天板強度があり、製品の自重でたわまないこと
・設置台は4本脚で、振動しにくい強度を持っていること
・高温多湿環境下ではないこと
・安定して電力供給されること

品　　番商　品　名 内　　容

区　分 情　報　項　目 内　容 備　考

本体サイズ・重量
サイズ
重量

周波数範囲
出力電圧範囲
分解能
適合シリンジ

範囲

画素数
最大解像度
素子
フレームレート
観察方式

幅 380mm×奥行 330mm×高さ 525mm
24.5kg

使用電源
消費電力

AC100～ 240V：50/60Hz
55W
10～ 10,000kHz
1.0 ～ 20.0Vpp

※1
1Vpp(0.1Vpp ステップ )
1mLおよび 10mL

1～ 250μL/min@1mLシリンジ
5～ 2000μL/min@10mLシリンジ

8.1MP
3816pixel×2124 pixel
2/3 インチモノクロCMOSセンサー
40 fps
明視野
40倍

透過照明 (緑色 )
Enterprise LTSC

出力特性

送液特性

撮像素子または撮像部

顕微鏡部

照明部

対物レンズ

LED

付属 PC
※1 規程のシリンジ以外は使用できません。

製品の仕様は予告なく変更する場合があります。

ELB100Nエレスタバッファ 1000mL

アンケート
STEP 1 STEP 2 STEP 3 STEP 4

STEP 8 STEP 7 STEP 6 STEP 5

サンプル
提供

特性評価
試験

打ち合わせ

納  品 再現性の
確認

検収条件
達成

最適化
試験

DEMO

測定可能サンプル 固体、液体、粉体、粘性体
（但し、液体以外は10倍希釈）

生菌全般
・高・中・低温細菌/真菌
・黴分生子・胞子・酵母・芽胞      

固体：10²cells/g 
液体：10¹cells/ml
水   ：10⁰cells/ml
＊培養法の定量下限は3.0×10²CFU/g

90％以上（実績ベース）
*但し、VNCを含むサンプルは除く

遠心上清置換(専用バッファ使用)

検出対象

検出下限

前処理方法

培養法との相関

約5～15min前後前処理時間
20min前後/検体
（検出感度10³cells/g以上は8min/検体）測定時間/検体

PixeeMo-nXの基本性能

PixeeMo-nX 活用法（迅速法）

工程検査で安全を確認しながら製造 約20min

工程例

発現プラスミド
構築等

細胞への
導入

セルバンク
の作成

種培養 中間培養 生産培養
※バイオ産業

の場合

バイオ医薬品業界における運用事例

拡大培養

（検出下限値102cells/gの場合）

微生物の
コンタミネーション

確認
微生物のコンタミネーションを
製造の中間課程でリアルタイムに
PixeeMo-nXで検出し、
大規模ロットアウトを防止して生産性向上へ

微生物の
コンタミネーション

確認

微生物の
コンタミネーション

確認

お客様が検査を希望する
サンプルを送付頂きます

サンプル特性評価試験を
無償で実施し、PixeeMo-nXで
検査できるか確認いたします

特性評価試験の結果を元に
お客様の採用条件(検収条件)を
お伺いします

ご採用の意思表示を
頂きましたら、納品までの
スケジューリングを行い、
ご希望の設置場所に
据付納品いたします

当社大阪事業所にて、
確立したプロトコルの
デモンストレーションを行い、
再現性を確認して頂きます

採用条件をクリアした
プロトコルの報告書を
ご提出し、ご説明を行います

採用条件を達成する為の
プロトコルを確立する
有償試験をご提案し、
実施いたします

• 製薬用水衛生モニタリング
• 原材料投入前バイオバーデン確認
• バイオ医薬品製造工程管理
・再生医療等製品の品質確認

製薬・臨床分野

• 配管・タンクCIP 後の清浄度確認
• 製造用水衛生モニタリング
• 出荷判定迅速化

化粧品・
ヘルスケア分野

• 工程内異状迅速検知
• ライン復旧時迅速衛生確認
• 出荷判定迅速化

食品・飲料分野

CLEAR!

様々な検査法
との比較

よくある
ご質問

保守サービスに
ついて

運用方法

運用事例と基本性能

導入フロー

スペックシート

設置条件

ご注文情報

その他 お役立ち情報
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こちらのQRコードをスマートフォン等で
読み込むと当社のHPにつながり、詳細
情報をご確認頂けます。




